
 

（参考資料１） 

 

平成 21 年６月 19 日付け基発第 0619001 号 

「職場における熱中症予防対策」の概要 

 

１ ＷＢＧＴ値（暑さ指数）の活用 

暑さ指数であるＷＢＧＴ値（湿球黒球温度 ℃）を求め、労働者の熱への順化（熱

に慣れ、その環境に適応すること）の有無及び作業内容等ごとに定められた基準値

（参考資料２「職場における熱中症の予防について」３ページ参照）を超える場合

には、身体作業強度の低い作業への変更などの対策に努めるとともに、基準値を超

える場合には下記の２以下の対策の徹底を図ること。（ＷＢＧＴ値が未測定の場合

もＷＢＧＴ値と気温、相対湿度との関係を示した表を参考にすること。） 

（注）ＷＢＧＴ値とは暑熱環境による熱ストレスの評価を行う暑さ指数で、式①又は②によ

り算出できます。 

・ 屋内の場合及び屋外で太陽照射のない場合 

ＷＢＧＴ値＝0.7×自然湿球温度＋0.3×黒球温度 …式① 

・ 屋外で太陽照射のある場合 

ＷＢＧＴ値＝0.7×自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度 …式② 

 

２  作業環境管理 

・ 作業場所の冷房等によるＷＢＧＴ値の低減、休憩場所の整備等を図ること。 

 

３  作業管理 

・ 休憩時間等を確保すること、身体作業強度が高い作業を避けることなどの対策

に努めること。 

・ 熱への順化の有無が熱中症の発生リスクに大きく影響することから、計画的に、

熱への順化期間（熱に慣れ、その環境に適応する期間）を設けることが望ましい

こと。 

・ 自覚症状の有無にかかわらず水分・塩分の作業前後及び作業中の定期的な摂取

の徹底を図ること。このため、摂取を確認する表の作成、巡視などを行うこと。 

・ 透湿性及び通気性の良い服装等を着用させること。また、これらの機能を持つ

身体を冷却する服の着用も望ましいこと。 

  

４ 健康管理 

・ 糖尿病、高血圧症、心疾患、腎丌全等は熱中症の発症に影響を不えるおそれの

あることから、健康診断の実施、異常所見に対する医師等の意見の聴取、当該意

見を勘案した就業場所の変更等の適切な措置の徹底を図ること。 

・ 上記疾患治療中等の労働者については、産業医、主治医等の意見を勘案して、



必要に応じて、就業場所の変更、作業の転換等の適切な措置を講ずること。 

・ 労働者に対して、上記疾患治療中等の場合は熱中症予防のため対応が必要であ

ることを教示するとともに、対応が必要と判断した場合などには申し出るよう指

導すること。 

・ 睡眠丌足、体調丌良、前日等の飲酒、朝食の未摂取等が熱中症の発症に影響を

不えるおそれがあることから、日常の健康管理の指導、必要に応じ健康相談を行

うこと。 

・ 作業開始前、作業中の巡視による労働者の健康状態の確認等を行うこと。 

 

５  労働衛生教育 

・ 作業管理者、労働者へ教育を行うこと。 

 

６  救急処置 

・ 緊急連絡網の作成及び周知、熱中症を疑わせる症状が現れた場合は必要に応じ   

て救急隊の要請等を行うこと。 

 


